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菅
政
権
か
ら
岸
田
政
権
に
な

り
ま
し
た
。
岸
田
政
権
に
変
わ
っ

て
も
、
自
公
政
権
で
は
私
た
ち
の

命
、
暮
ら
し
は
守
れ
ま
せ
ん
。 

歴
代
で
最
悪
の 

内
閣
が
続
い
て
き
た 

こ
の
９
年
間
の
安
倍
・
菅
政
権

は
戦
後
政
治
で
最
悪
で
し
た
。
政

府
の
大
企
業
を
優
遇
す
る
政
治

に
よ
っ
て
内
部
留
保
は
コ
ロ
ナ
禍

で
も
積
み
増
し
し
、
４
６
７
兆
円

に
達
し
て
い
ま
す
。 

そ
の
一
方
で
、
私
た
ち
の
賃
金

は
、
世
界
で
三
位
の
経
済
力
で
あ

り
な
が
ら
実
質
賃
金
は
下
が
り

続
け
２
２
番
目
の
低
さ
で
す
。 

ま
た
、
消
費
税
増
税
を
２
回

も
強
行
し
な
が
ら
、
社
会
保
障

を
後
退
さ
せ
て
い
ま
す
。
コ
ロ
ナ

禍
に
よ
る
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト

も
充
分
で
は
な
く
自
殺
者
が
多

く
で
て
い
る
実
態
を
あ
げ
て
、

「
日
本
は
も
は
や
後
進
国
」
と
い

う
専
門
家
も
い
ま
す
。 

こ
う
し
た
悪
政
を
変
え
て
い
く

た
め
に
総
選
挙
で
立
憲
野
党
を

大
き
く
前
進
さ
せ
政
治
を
変
え

て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
郵
政

ユ
ニ
オ
ン
が
加
盟
す
る
全
労
連
は

こ
の
選
挙
で
立
憲
野
党
に
８
項

目
の
要
求
書
を
提
出
し
、
政
治

の
転
換
を
求
め
ま
し
た
。 

８
項
目
の
切
実
な
要
求 

１
、
憲
法
９
条
改
憲
反
対

し
、
憲
法
の
理
念
を
い
き
わ
た

ら
せ
る
。 

２
、
コ
ロ
ナ
が
収
束
す
る
ま
で

雇
用
調
整
助
成
金
等
、
コ
ロ
ナ

対
策
を
拡
充
し
、
継
続
す
る
。 

３
、
貧
困
と
格
差
を
解
消
す
る

た
め
最
賃
全
国
一
律
１
５
０
０

円
、
消
費
税
５
％
に
減
税
。 

  

  
 

 

悪政推進の自公政権に厳しい審判を 

４
、
原
発
ゼ
ロ
を
制
定
し
、
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
への
転
換
。 

５
、
軍
事
費
削
減
、
核
兵
器
禁

止
条
約
の
批
准
。 

６
、
雇
用
に
よ
ら
な
い
働
き
方

を
規
制
し
、
正
社
員
が
当
た
り
前

の
社
会
へ。 

７
、
医
療
・
公
衆
衛
生
を
拡
充

し
、
社
会
保
障
を
改
善
す
る
。 

８
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
に
基
づ

き
、
誰
も
が
尊
重
さ
れ
る
社
会
。 

こ
れ
ら
を
実
現
す
る
た
め
に
１

０
月
３
１
日
は
投
票
に
い
き
立
憲

野
党
を
勝
利
さ
せ
ま
し
ょ
う
。 

 

る
た
め
最
低
賃
金
全
国
一
律
１ 

１０月４日、市民と野党の共闘で新しい

政治の実現を求める行動が行われまし

た。野党からは立憲民主党、共産党、社

民党、沖縄の風が挨拶しました。 

 


